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　令和４年第４回定例会が12月６日に開催され、人事案件
１件、条例の改正等７件、補正予算５件などが提案され、い
ずれも審議の結果、原案のとおり可決した。 定 例 会

月12

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦 任期満了に伴う次期委員に五
ご か

家
一
かずひさ

久氏（幸野）を推薦

賛　成
（全員賛成）

議案第１号
水上村人権擁護に関する条例の
一部を改正する条例の制定

上位法である国の法律の改正に
伴うもの

可　決
（全員賛成）

議案第２号
水上村長等の給与及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例
の制定

特別職の給与変更に伴うもの
可　決

（全員賛成）

議案第３号
水上村一般職の職員の給与に関
する条例の一部を改正する条例
の制定

一般職の職員の給与変更に伴う
もの

可　決
（全員賛成）

議案第４号
水上村会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例の制定

会計年度任用職員の給与変更に
伴うもの

可　決
（全員賛成）

議案第５号
水上村立武道場の設置及び管理
に関する条例を廃止する条例の
制定

義務教育学校開校に伴い武道場
に関する条例を廃止するもの

可　決
（全員賛成）

議案第６号
水上村立学校統合に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定

義務教育学校開校に伴い関係す
る条例の字句を整理するもの

可　決
（全員賛成）

議案第７号
水上村国民健康保険税条例の一
部を改正する条例の制定

資産割廃止に伴う激変緩和措置
(3年目 ) によるもの

可　決
（全員賛成）

議案第８号
熊本県市町村総合事務組合規約
の一部変更

構成事務組合の脱退に伴うもの
可　決

（全員賛成）

議案第９号 工事請負契約の締結
市房山キャンプ場大規模改修土
木工事に係る請負契約を締結

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書
可　決

（全員賛成）

条例などの審議結果（補正予算を除く）
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一般会計補正予算　10億 3,130 万円 追加
歳入歳出予算の総額に 10 億 3,130 万円を追加し、総額を 67億 6,950

万円とするもの。
　ふるさと寄附金事業費２億 9,048 万 4,000 円、ふるさと応援基金積立金
２億 6,500 万円、小中一貫教育校増改築工事費３億 5,000 万円などの事業
が追加計上された。

令和４年度水上村
一般会計補正予算（第８号）

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は３月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで

寄付返礼

国民健康保険特別会計（事業勘定）
　歳入歳出予算の総額に79万円を追加し、
総額を３億 1,124 万 9,000 円とするもの。

令和４年度水上村国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第２号）

農業集落排水事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に 25 万円を追加
し、総額を 6,392 万 4,000 円とするもの。

令和４年度水上村農業集落排水
事業特別会計補正予算（第２号）

簡易水道事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に10万円を追加し、
総額を 9,657 万 4,000 円とするもの。

令和４年度水上村簡易水道事業
特別会計補正予算（第３号）

下水道事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に 63 万 8,000 円を
追加し、総額を4,173万2,000円とするもの。

令和４年度水上村下水道事業
特別会計補正予算（第２号）

－特別会計補正予算－

いずれも審議の結果、原案のとおり可決した。
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「
村
行
財
政
の
健
全
化
に
よ
る
村
づ
く

り
」
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
で
安
定
的
な
財
政
運
営

を
目
指
す
に
は
、
総
合
計
画
を
は
じ

め
、
重
要
な
計
画
を
網
羅
し
た
中
期

財
政
計
画
に
基
づ
き
財
政
の
健
全
化

の
将
来
予
測
を
見
定
め
て
政
策
的
経

費
の
確
保
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
基
金
（
貯
金
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
末
の
残
高
が
３
３
億
１
，

１
０
０
万
円
。
令
和
４
年
度
末
に
は
、

４
６
億
７
，
１
０
０
万
円
に
な
る
見

込
み
で
安
定
し
た
財
政
運
営
は
で
き

た
と
思
う
。

次
期
村
長
選
へ
向
け
て
の
政
治

姿
勢
は
。

中
嶽
村
長

　

令
和
の
新
た
な
時
代
に
お
い
て
、
村

民
の
負
託
に
応
え
て
い
く
と
同
時
に
道

筋
を
作
り
次
の
時
代
に
渡
す
こ
と
を
考

え
な
が
ら
全
身
全
霊
を
傾
け
、
ま
だ

残
る
課
題
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
村
政

運
営
に
邁
進
し
て
い
く
強
い
決
意
を
持

ち
、
重
い
決
断
を
下
し
た
。

２
期
、
７
年
８
カ
月
を
振
り
返

り
、
村
長
が
掲
げ
た
４
つ
の
柱

の
進
捗
状
況
は
。

中
嶽
村
長

（
主
な
実
績
と
進
捗
）

「
子
ど
も
と
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
安

全
で
優
し
い
村
づ
く
り
」
に
つ
い
て

・
出
産
祝
い
金
の
拡
充

・
子
ど
も
医
療
費
を
高
校
３
年
生
ま

で
補
助

・
令
和
２
年
度
か
ら
保
育
料
完
全
無

償
化

・
高
等
学
校
通
学
費
等
の
補
助
事
業

の
創
設

・
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

業
の
創
設

・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
の
補
助
率

ア
ッ
プ

「
活
き
活
き
働
く
こ
と
の
で
き
る
村
づ

く
り
」
に
つ
い
て

・
農
林
業
振
興
施
設
等
補
助
金
の
創

設
・
気
象
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備

・
サ
ク
ラ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
整
備

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備

「
共
生(

自
立)

の
村
づ
く
り
」に
つ
い
て

・
水
上
村
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
（
全
戸
に
個
別
受
信
機
配

置
）

・
民
放
ラ
ジ
オ
難
聴
解
消
事
業

・
「
生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と
」
と

生
活
応
援
包
括
協
定

・
道
路
工
事
補
助
金
の
拡
充

Q. 次期村長選へ向けての
　 政治姿勢は
A. 残る課題を前進させるために
　 村政運営に邁進していく

村の現状！今後の見通しは !!

問

問

答

答

杉野　久志 議員
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山崎　隆浩 議員

令
和
５
年
10
月
に
始
ま
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
、
地
方

公
共
団
体
も
適
格
請
求
書
等
発
行
事
業

者
の
登
録
を
受
け
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交

付
す
る
必
要
が
あ
る
が
一
般
会
計
に
係

る
対
応
は
。

田
代
総
務
課
長

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
消
費
税

の
申
告
義
務
は
な
い
。
し
か
し
、
温

泉
給
湯
施
設
使
用
料
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
使
用
料
な
ど
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

対
応
し
て
い
な
い
と
仕
入
れ
税
額
控

除
が
で
き
な
い
た
め
、
3
月
ま
で
に

登
録
申
請
を
行
い
令
和
5
年
度
に
シ

ス
テ
ム
改
修
の
予
算
措
置
を
行
う
。

特
別
会
計
の
簡
易
水
道
、
下
水

道
、
農
業
集
落
排
水
、
林
業
集

落
排
水
事
業
の
対
応
は
。

甲
斐
建
設
課
長

登
録
申
請
を
特
別
会
計
ご
と
に
行

い
、
適
格
請
求
書
に
必
要
事
項
が
記
載

で
き
る
よ
う
様
式
の
修
正
や
シ
ス
テ
ム

改
修
を
制
度
開
始
前
ま
で
に
行
う
。

大
規
模
な
設
備
投
資
や
改
修
等

を
行
う
場
合
、
簡
易
課
税
で
は

消
費
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
ら

れ
る
の
か
。

Q. インボイス制度の対応は

Q.合宿利用者に植樹を検討しては

A. 登録申請し
　　　 システム改修を行う

A.観光振興につながるため、前向きに検討

問答問

甲
斐
建
設
課
長

　

現
在
、
簡
易
水
道
、
下
水
道
事
業
は

簡
易
課
税
方
式
に
よ
り
消
費
税
申
告

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
湯
山
、
岩

野
地
区
の
簡
易
水
道
施
設
の
全
面
改

修
工
事
が
あ
る
。
事
業
着
手
に
め
ど

が
立
て
ば
簡
易
課
税
か
ら
本
則
課
税

へ
の
変
更
を
考
え
て
い
る
。

答

各
種
団
体
等
に
所
属
さ
れ
て
い

る
事
業
者
は
、
講
習
会
等
で
制

度
の
理
解
も
深
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
れ
以
外
の
事
業
者
に
つ
い
て
の

対
応
は
。西

本
税
務
住
民
課
長

　

説
明
を
受
け
る
機
会
が
な
い
事
業

者
や
免
税
事
業
者
に
対
し
、
税
務
署

の
職
員
を
招
き
村
単
独
の
説
明
会
を

開
催
す
る
。

問答

答問

1
年
間
に
宿
泊
さ
れ
る
高
校
生
の
合
宿
者
数
は
。
ま
た
、
長

期
合
宿
の
学
校
は
何
泊
ほ
ど
さ
れ
る
の
か
。

川
俣
地
方
創
生
推
進
課
長

　

令
和
３
年
度
の
高
校
生
延
べ
宿
泊
者
数
が
１
，
５
７
３
泊
で
3

泊
4
日
が
平
均
と
す
る
と
、
５
０
０
人
以
上
の
利
用
が
あ
る
。
ま

た
、
長
期
の
合
宿
で
は
1
年
間
で
20
日
以
上
の
学
校
も
あ
る
。

高
校
生
合
宿
利
用
者
は
、
毎
年
１
７
０
人
程
度
卒
業
さ
れ
、

水
上
村
に
「
あ
し
あ
と
」
を
残
し
て
い
た
だ
く
た
め
頻
繁
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
学
校
に
対
し
、
毎
年
2
本
ほ
ど
桜
や
紅
葉
な

ど
を
植
樹
し
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
か
。

川
俣
地
方
創
生
推
進
課
長

　

植
樹
木
の
選
定
、
時
期
、
場
所
な
ど
検
討

事
項
は
あ
る
が
、
合
宿
の
思
い
出
と
な
り
観

光
振
興
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
相
乗
効
果
も

見
込
め
る
取
組
み
と
感
じ
た
た
め
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
と
思
う
。

問問 答答
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編
集
後
記

　

今
年
の
元
旦
も
昨
年
同
様
、
雲
一
つ
な
い
青
空
で
穏

や
か
な
一
日
で
し
た
。

　

一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
て
み
る
と
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
に

戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
終
息
し
そ
う

に
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
余
計
に
な
ん
で
も
な
い
日

常
が
と
て
も
あ
り
が
た
く
、
人
は
人
と
関
わ
っ
て
生
き

て
い
る
の
だ
と
今
更
な
が
ら
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
い

つ
も
気
に
か
け
て
く
だ
さ
る
先
輩
の
方
々
、
心
許
せ
る

大
切
な
友
人
、
そ
し
て
同
じ
理
想
に
向
か
い
高
め
合
い

な
が
ら
活
動
を
つ
な
い
で
い
く
仲
間
た
ち
、
本
当
に
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
米
本
委
員
長
を
筆
頭
に
、
議
会
の
活

動
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
お

伝
え
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
広
報
委
員
会
ま
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
お
体
に
は
気
を
付

け
ら
れ
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
崎　

隆
浩

広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長

　
　
　
　
　

米
本
宗
徳

　

副
委
員
長

　
　
　
　
　

山
崎
隆
浩

　

委　
　

員

　
　
　
　
　

杉
野
久
志

　
　
　
　
　

尾
前
武
志

臨 時 会回第 ７ 10月６日開催
○令和４年度水上村一般会計補正予算（第７号）
　歳入歳出予算の総額に４億 3,420 万円を追加し、総
額を57億 3,820 万円とするもの。
　主に台風 14 号被災に伴う農地等災害復旧費 2,400
万円、林道施設災害復旧費１億 6,700 万円、公共土木
施設災害復旧費１億4,000万円、単独災害復旧費5,000
万円などの事業が追加計上された。

○条例などの審査
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 工事請負契約の締結について
市房山キャンプ場大規模改修建
築工事に係る請負契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案第２号 工事請負契約の締結について
村道石舟五本松線道路改良工事
に係る請負契約を締結

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書
可　決

（全員賛成）


